
今とこれからのことについ
て、私の考えていること、
思っていることなど気持ちを
家族や信頼できる友人同士
などにお互いに話をしてみ
ませんか。
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年をとっても
病を持っても
今を生きる
喜びの支援をする情報紙

「あんなことしたいなぁ」「こんなことはしてほしくないなぁ」「好きなこ
とはこれだなぁ」「こんなときには何を選ぶかなぁ」などの思いついた
ことを、普段からいろんな人と一緒に話しながら、少しずつ、その気持
ちを伝え合うことをしていきませんか？その話の中には「もしもの時」
にどんな医療やケアを受けたいかも含みます。

誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があり
ます。命の危険が迫った状態になると、約 70％の方が「どんな治療を
受けるか」「どんな生活をしたいか」という希望を伝えることができな
くなると言われています。

前もっての話し合いは必要ないと思われるかもしれません。

ですが、話し合いをしておけば、万が一あなたが自分の気持ちを話せ
なくなった時、あなたの心の声を伝えることができるかけがえのないも
のになります。そして、信頼する人があなたの代わりに治療やケアに
ついて難しい決断をする際の重要な助けとなります。家族や信頼でき
る方と、あなたの人生で大切にしている事などを繰り返し話し合う機会
を持ってみてはいかがでしょうか？  ※厚生労働省ホームページを参考に作成

話し合いの進め方（例）

あなたが
大切にしていることは

何ですか？

あなたが
信頼できる人は
誰ですか？

信頼できる人や
医療・ケアチームと
話せましたか？

話し合いの内容を
あなたの信頼できる

人たちに伝えましたか？

気
持
ち
は
体
の
状
態
な
ど
で
も
変
わ
る
の
で

何
度
で
も
繰
り
返
し
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
！

あさのクリニックでは、皆さんと心積もりを話すきっかけとして『今とこれ
からのこと』という記入ができるパンフレットを作成しました。診療の際に
患者さんや家族と話をするためのものと、啓発配付用の２種類をつくり、
順次活用を始めています。ご希望の方はお気軽にお声がけください。

話すきっかけとなるパンフレット「今とこれからのこと」

心づもりを話そう！
・・・・今と

これから
のこと


